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肺吸虫症の治療に関する実験的研究

(1) 肺吸虫戚染犬糞便内虫卵の排出状況（E.P.D.）について

勝 呂 毅

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 12月15日受領）

まえがき

肺吸虫症の診断方法としては，曜夜検査法，糞便検

査法の他に皮内反応或いは補体結合反応など種々の方法

があるが，成熟虫体の寄生を確認するには，現在のとと

ろ曙疾或いは糞便より虫卵を証明する以外にはない。叉

治療効果を判定する場合も，剖見によらない限り ，虫卵

の曙疾或いは糞便内排出状況から，その効果を批定；す

る以外の方法は考えられなし、。然るに，肺吸虫感染者

或は感染動物の糞便内排卵状況，或はζ れと寄生数との

関係等を詳細に，而かも長期にEって追求した成績は従

来見当たらなし、。只比較的短期間の観察としては 2～ 3

の報告はあるが，横川（定〉ら（1930）は肺吸虫Jおた犬

の糞便内虫卵数からその感染程度，あるいは治涜薬品の

効果を判定する乙とは困難てあると述べ，糞便内排卵状

況から治療効果を判定するととには否定的であった。然

し横川〔宗） (1955うはケリコツト肺吸虫 3匹寄生の猫

について，感染後 8カ刀から23日聞に豆り連日糞便のE.

P.D.を検査した結果約 8週日の観察結果ては，産卵数

は1匹当り 1日平均 11,100±5,200となり，かなり変動

は激しいが，史に長期間の観察を行えばその変動は小さ

くなる筈てあると云っており ， ~便内排卵状況から，

治療効果の判定の可能なととを示唆しているO 富村は

(1958）大平肺吸虫感柴犬につき，排卵開始後1カ月間に

おける糞便の E.P.D.を検査した結果，E.P.D.は 3.4

～ 4.5日の時々一定した週期性をもって相当に激しく増

減するので，感染動物の排卵数の多寡の真相を知るには

少なくとも JO日の連続検使が必要であると云い，叉長

期間の観察を行えば，排卵数の多寡の真相を知るととは

必ずしも困難ではないと云っている。そ乙て著者は 9頭

の犬にウエステノレマン肺吸虫メタセルカリアを15乃至25
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ケ宛与えた後長期に豆り連円奨便内排卵状況を観察し，

その結果虫卵の多寡の真相を如り得るならぼ，とれによー

り治療効果の判定も当然可能と考え，以下の如き実験生ー

行った。

実験材料と実験方法

実験に供した肺吸虫の種類はウエステルマン肺吸虫

(P，αragonimus westermanH）て， そのメタセノレカリア

は， 静岡県狩野川産のモクズガニから得たものを用い・

た。

用いた動t物は，生後1年以上を経た成犬て各一頭宛M

離した犬合にいれ， 2～ 8カ月以上飼育後，検使を反復

iし，肺吸虫卵が陰性であるととを確認した後実験に供し
..,._ 
／ζ。
犬の飼育には努めて芯を用い一頭毎に仕切りを作りは

は検便の場合を考慮しコンクリートとしたO ！~ijタ 2 回一

定の時聞に一定量，即ち 500gの米玄粥に乾魚を加えた

ものを与えた。犬舎の床は一日一回水洗清掃し，晴天の

日は午後 2～3時間宛令タ卜にて運動をさせ，健康の維Vi

に努めた。

肺吸虫の感染には，モクズガニより牙離したメタ七ノシ

カリアを生理的食塩水中に入れその一定数を毛細ピペッ

トて吸いあげ，とれを実験犬の口腔内に奥深く注入し

た。検査に用いる糞便は毎朝食後その全畳を採取し，秤

量・した。 E.P.G.の算定には次の如く A.M.S.III法単独

或はとれにStollの虫卵稀釈法を併用したO

E.P.G. (E.P.D.）算出法

1) 採取全便を秤畳後，その各所より小量宛採取し全

量を 2gとし，とれを A

沈？査をとるO

2) 排卵初期及び治療後の虫卵数の少ないときはとの

沈涯を全部鏡検し，全虫卵数を算出する。との場合その

l / 2が E.P.G.て，それに全英便量（g数〉を乗じたもの

が E.P.D.て、あるO

本研究の一部は文部省科学研究費肺吸虫研究費の補助を得た。 故に記 して謝意を表す る
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8〕 虫卵数の増加した場合は，A.M.S.~まによる沈前

に約 5ccの飽和食塩水（比l立1,200）を加え，よく撹作後

50cc容量のメスチ リンダーに移し全畳を50ccとなる僚に

~N，こ飽和食塩水を加えるO

4) メスチリンダーにゴム怜をした後約1牙間上下に

強く振渥混和後，直ちに 1ccのメスピペッ トてとの虫卵

浮世寄液の中層より 0.5ccを正確に吸引し，とれを目盛っ

き戟物カゃラス上にその O.lcc宛滴下し，32×24mmの蓋

ガラスて置い，鏡下に全視野の虫卵を数えるO ζの操作

を3回繰返し，其の平均値をとりとれから E.P.D.を算

出したO

排卵開始日を知るための， ~便検査は従来の知見並び

に著者の経験にもとづき，メタセノレカ リア感染後50日目

頃より毎日 A.M.S.法により行い，その初排卵日 を確め

た。E.P.G.検査は排卵開始口から述円数カ月から一年余

に亘って行い，検査終了後は，その一部は薬殺剖検し，

e寄生虫数を確認し，他の一部は治療実験に用いた。

実験成績

各実験犬における連日の E.P.D.につき比較検討した

結果，何れも日々の E.P.D.の変化はかなり著しいが，

5日毎の E.P.D.の平均をとるとと殆んどその変動がな

くなるζ とが明らかとなった。そこで，以下にはすべて，
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5日毎の E.P.D.の平均をとり，とれを各実験犬毎にグ

ラフて示した。従って以下 E.P.D.として論ずるのは特

に断らない限りは 5日毎の E.P.D.平均値についてであ

る。

木実験に用いた 9頭、の感染犬につき，メタセルカリア

投与後，排卵開始日，E.P.D.の安定する時期，平均 E

P.D.数，観察の 日数，剖凡[I寺寄生虫数及び一匹当りの

E.P.D.平均数等を－JI号して，示したのが第1表であるO

以下上記の主な各項につき記述するO

1) 排卵開始日数 ：

第1表に示す如く ，奨便内に最初に虫卵が認められた

のは，実験犬 No.18のメタセルカ リア投与後56日目が

最も早く ，最も遅かったのは実験犬 No. 1の86日目で

あったが，60日乃至 70日がもっとも多く ，特に異常と思

われるものはなかったO そとでこれら 9頭のメタセルカ

リア投与後から虫卵排出開始迄の日数の平均値を算出す

ると，文二66.1日， S.D.二io.5日となった。

即ち犬てはメタセノレカ リア15～25ケを投与した場合，

排卵開始日は通常メタセルカリ ア投与後五6日から76日の

聞にみられると云えるO

2) 虫卵排出開始後の排卵状況

最初に糞便内に虫卵の見られた時はその数も少なく ，

E.P.D.は何れも 300～2,000の聞であったが， その後

第 1表 肺吸虫感染犬の虫卵排出扶況

感染メ 虫卵排 平均排卵数 排卵安定 メタセルカリア 1匹当 り平均
実験大タセJレ出開始観察期門 (E.P.D.) に至る時期 1ケ当り平均 感染虫体数

番号 Fア日数 ： 支 S.D. 凶 D 凶 D. E.P.D. S.D. 及び感染率 E.P.D. S.C. 

No. 1 17ケ 9,590 1,300 

No. 4 240日15ケ 68日
(173日）
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No. 22 15ケ

（ ）内は虫卵排出後からの日数

虫卵排出開始日数平均 66.1日土10.5日

725 治療に使用

104日 104日
(44日） (44日） 9,820 1,380 治療に使用
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期の週期変動の検討を No.21の例につき“述による検ー

定法”によって行ってみたが， E.P.D.は平均値引中心

第 2図治療前排出状況
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E.P.D.は急激に増加し，或る期間後にはIll作ペ一定とな

り，動指が殆んど目立たなくなるO との E.P.D.がUI再々

安定する時期は各動物によりかなりの相違がみられた。

今この安定期の E.P.D.の平均値玄及び S.D.を求め，

x-2 S.D.及び 忌S.D.の範囲に入る時期を求めると，第

1束に示した如くであるO 各例についての詳細は省略す

るが，略ぼ安定する時期〈玄・2S.D.うに入るのは感染後

104口から 219日てあるが，虫卵排出開始からでは'14日

から 151日となる。真の安定期（玄・S.D.）に入るのは

104日～ 2Hl日て，両者が一致する場合もあるが，一致

しない場合ても No.1の例ては 155日～ 175日（69l:l～ 

89日〉を始め何れも20日以内であった。即ち木例の如く

15ケ～25ケのメタセノレカリアを投与した例ては産卵開始

後44日～ 151日平均ti7円土 9.1日て E.P.D.が安定する

ととが明らかとなった。尚念の為にこの E.P.D.の安定
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第 3図治療前排出状況

ム……ム No.1J 感染メタ セノレカリア 20ケ

0-0  No. 18 11 11 25ケ
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第 1図治療前排出扶況
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に任意に牙布しており，週期的変動は認められないとと 験途中て死んだものは殆んどなかったO メタセルカリ ア

が明らかとなったO の感染率，即ち投与メタセルカリ ア数に対する寄生虫数

3） 長期観察例における E.P.D.の安定性 の百分率に関しては，メタセルカリアの投与数の多少に

No. 6犬ては 3'70日（排卵開始後 300日〉の長期観察を よってもかなり変異があると想像されるが，著者の例て

行ったが表に示す様にその間殆んど変動がみられない。 は僅か4頭てあるが，15ケ～25ケの投与例ては，56%～

念のために，安定期に入った最初の50日間と後期の 180 88%であった。横JI!（宗〉ら (1955）がメタセノレカリアの

日から 230日の聞の E.P.D.の安定性について t検定に 感染率は50%以上と云っているのとよく一致している。

より平均値を比較検討してみたが，矢張り安定期に入ヮ 富村ら（1958）は大平肺吸虫を 4頭の犬に感染した例て

た直後と後期とでは， 1%の危検率て有意の差のないと は50ケ～ 100ケのメタセルカリア投与に対し，63～91%

とが明らかとなったO 従ってこの安定期は長期に亘り持 の高感染率を得たが，一頭の犬にウエステルマン肺吸虫

続するものと推定されるO メタセルカリア21ケを与えた例ては30%の感染率てあっ

4) メタセルカリア投与数と平均 E.P.D.との関係 たと報じているO

肺吸虫メタセノレカリアを投与した場合，その中の何ケ 虫卵排出開始の日数に関しては，ウヱステルマン肺吸

が成虫になるかは，明らかでないが，とれ迄の諸家の経 虫の場合，犬ては'70目前後と云われている。著者の例て

験てはその50%以上が成虫になると云われている。そζ は，最短56日， 最長86日て（平均66.1日±10.5日）て'16

て15ケ～25ケのメタセノレカ リアを投与した感染犬におい ケ寄生の No.1ては86日， 14虫寄生の No.11ては56日

て1ケ当りの平均 E.P.D.を算出してみると，第1表に No. 5ては'70日て，寄生虫数と排卵開始日数との聞には

示した如く， 8,520から 11,850となり ，それ程著しい 何等の相関はみられなかった。

変動は認められなかったO 従ーって若し仮に虫体個々の産 2) E.P.D.の消長

卵数に変動がないとすれば，とのととからもメタセルカ 肺吸虫は鈎虫，!]IJS虫などの腸管内寄生虫と異なり，肺臓

リアの感染率は略々一定していると考えられるO の虫嚢内に寄生し，そとて産出した卵は，虫嚢→気管枝

との様に例数は少ないが第1表に示した如く ，No.1, →II侯頭→咽頭→食道→胃→腸糞の経路て排出される。従

No. 5, No. 11及び No.18の4犬の剖見の結果寄生虫 って糞便に排出される虫卵も新旧種々の時期の虫卵があ

体数が明らかとなった例て， l匹当りの平均 E.P.D.を ると考えられる。従って横川定・底ら (1939）は肺吸虫

みると札590～ 18,380となってをり，虫体聞の産卵数 に感染した犬を用いて治療実験を試みた際，糞便内に

の変動もそう著しいものでないととが明らかとなったO 出て来る虫卵数からその感染の程度，或いは薬効を推定

横川｜（宗） (1955）はケリコツト肺吸虫の一匹当りの産卵 するととは消化管或いは胆管に寄生する寄生虫の場合と

数は1.ooo乃至 15,000と云っているが，ウエステノレマ 比較して困難であると云っているO 然し横川（1955）は

ン肺吸虫ても略ぼ一匹当りの産卵数は10～20匹寄生の場 ケリコツト肺吸虫を猫に感染させ，糞便内虫卵排出状況

合ては 10,000～ 20,000と云えるのではなかろうか。 を22日聞に亘って連日観察した結果，正確な E.P.D.を

感染動物の平均 E.P.D.から感染虫体教を略々推定す 知るには史に長期の観察が必要てあると云っているO 冨

るととも或る程度可能と考えられるO 村ら（1958うは大平肺吸虫を犬に感染させ，排卵開始後

考察

1) メタセルカリア感染率と糞便内えの排卵開始日数

著者の今回の実験てはメクセルカリア投与数は15ケ乃

至25ケ迄とし中等度の感染をおとさせたO とれは著者自

身のこれ迄の経験及び先輩諸氏の経験にもとづいたもの

て，少数感染の場合は糞便内の虫卵数を算出する場合，

少数の見落しなどでも誤差が大きくなるとと，叉多数感

染の場合は，肺吸虫症のため実験途中て鑓死するものが

多いとと，その他のためであるO 15ケ乃至25ケ投与程度

ては，著者はすでに30数頭について実験を行ったが，実

30日聞の短期間の観察ては， 3週日頃に E.P.D.の急激

な増加がみられるが，それ以後は 3.5～ 3.4日の週期を

以って増減するが，その観察期間は短いので足に長期の

観察が必要であると云っているO 本実験の如く ，排卵開

始後から最短 111日，最長 300日に亘って，殆んど連日

観察した例は他には見当らない。各例につき詳細に検討

してみると，排卵開始後，E.P.D.の日々の変動はかなり

著しかったが，乙れを 8日毎及び5日毎に区切り，その

E.P.D.の平均値をとって比較してみると，5日毎平均

値をとった場合がもっとも変動が少ないことが牙った。

そとて5日毎の E.P.D.の平均値についてその消長を比

( 69 ) 
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較してみた。その結果は虫卵排出開始後 E.P.D.は急激

に直線的に増加して行くが或る一定数に達すると殆んど

変動を示さなくなるととが明らかとなった。とれは富村

等が糞便内の E.P.D.は 3.4～ 4.5日の一定した周期を

以って増減すると報じていることと考え併せてまととに

興味深い。然しとの週期性が虫体側の因子によるか，或

いは宿主側の因子によるかは不明である。然し，E.P.D.

が或る一定数に達する（著者は排卵安定期と称した〉迄の

期聞は，排卵開始後64日から 151日となりその幅は大き

い。との差が如何なる理由によるかは尚明らかて、ない。

然しζの安定期に入った後は一年以上に亘って E.P.D.

著しい変動がみられないととが証明された。恐らく虫体

の寿命から考えて，との安定期は史に長期に亘って継続

するものと考えられる。

3) E.P.D.と寄生虫数との関係：

糞便に排出される虫卵数から，寄生虫数を推定出来る

かどうかを，投与メタセルカリア数と E.P.D.の関係及

び剖見！時の発見虫体数と E.P.D.との関係から，検討し

てみた結果，著者の例の如く長期間の観察ては，肺吸虫

一匹当りの排卵数は，9530±1300～ 18,380±4,200の

聞にあるととが明らかとなったO 従って排卵安定期の

E.P.D.の平均値を知るととによれ寄生虫数の概略を

知るととは可能と考えられるO

4) E.P.D. と治療効果との関係

本実験において，肺吸虫感染犬の E.P.D.は感染後或

る一定期間の後，排卵安定期に入れば E.P.D.の変動は

殆んどなく ，叉との安定期は長期間に及ぶ乙とが明らか

となった。従ってとの排卵安定期に入ってから，治療を

行った場合，E.P.D.の著しい変動がおとれば，との変動

が治療による影響か，或いは薬物以外の他の影響による

ヰのかどうかを鑑別するととにより，治療効果を判定し

得るわけである。との両者の鑑別は E.P.D.を長期間に

T〔り述続観察するととにより可能てある。従って著者は

肺吸虫感染犬を治療に用いる場合，その糞便内の E.P.D.

から，薬物の虫体に対する作用機転及ひ命そのY台療効果を

判定し得ると考えているO

結論

以上の所見から大体つぎの燥なことが云えるO

1) 肺吸虫感染動物において，葉便の E.P.D.はその

5日毎の平均値をとった場合，排卵開始後から一定期間

を経過すると，排卵安定期に入りその E.P.D.平均値の

変動が殆んどみられない。

( 70) 
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2) 感染動物の排卵数の多寡はζの排卵安定期間中の

E.P.D.の5「！毎の平均値をとるととによりHt定が可能

であるO

3〕 寄生虫体一匹当りの排卵数は略々一定しているの

で，排卵数の多寡から寄生虫俸数の推定も可能てあるO

4) 排卵安定期に入ってから，治療を開始しそれ以後

の E.P.D.の5円毎の消長をみるととにより，治療薬剤

の虫体に対する作用機転及び薬剤の効＊判定を行うこと

が可能であるO

終りに終始御指導を頂いた国立予防衛生研究所寄生虫

部長小宮義孝博士および千葉大学医学部教授横川宗雄博

士に深〈感謝の意を表し，併せて種々御援助を頂いた国

立公衆衛生院大島智夫博士に謝意を表する。

文献

1）富永覚仁（1942）：肺臓ヂス トマ症患者の曜夜及び
糞便中卵子の検出関係について， 大阪医専誌、， 9(2) 

153～157. -2）横川宗雄（1955）：北米産肺吸虫 Pa-
ragonz"mus ke llz"cott£ 関にす る研究，特に糞便内虫卵
排出状況，寄生虫誌， 4(J) 57～63. -3）宮村保・小
野忠相 ・荒川陪（1955）：大平肺吸虫感染犬糞便の E.
P.G.及び E.P.D.検査に関する研究，寄生虫誌，
7 (5)' 503～513. -4）横川定 ・塵万徳(1939): 肺ヂ
ストマの治療に関する研究（1），台湾医学雑誌、， 38(4),
268～304 -5）北本治 ・岡田美昌・上塚昭 ・横川宗
雄・木畑美知江（1958): 肺吸虫症に対する我々の燐
酸クロロキジ使用成績呼吸器診療， 13(J)' 92～99. 
-6）小宮義孝 ・横川宗雄（1953）：肺吸虫症患者の曙
疾及び糞便からの虫卵検出頭度について，公衆衛生，
14 (6)' 86～89 

Summary 

Dogs were infected with metacercariae of Para-

g仰 z"muswestermanzz" and ova of this worm in feces 

were examined quantitatively for a long succesive 

period and the results were obtained as follows. 

1. The E.P.D. of Paγαgonz"mus westeγmαnz"z", 

when taking its mean value during the successive 

:five days, became stable after a certain period after 

an initial output and afterwards no significant vari-

ation of the mean of E.P.D. was recognized. 

2. The total amount ova discharged can be 

estimated by the mean value of E.P.D. during five 

successive days. 

3. The amount of the discharged ova per worm 

can also be estimated by the amoun of E.P.D. and 

thus the number of worms infected αn be cal-

culated. 

4. The mean value of E.P.D. above mentioned 

can thus be utilized for the examication of the 

therapeutic e旺ectof the chemicals experimentally. 




